
こち
デジ

デジタル活用
ビジネス支援センター

デジタル活用
ビジネス支援センター
こちら
福井商工会議所

テクノフェア2022テクノフェア2022
講演会・セミナーを講演会・セミナーを
プレビュープレビュー

北陸技術交流レ
ー
タ
ー
等
を
開
発
し
、
多
岐
に
わ
た
る

分
野
で
人
間
の
危
険
や
負
担
が
大
き
い
作

業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
家
業
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト

産
業
と
い
う
新
市
場
に
挑
戦
し
た
経
緯

と
、「
ワ
ー
ク
ロ
イ
ド
」
が
日
本
の
社
会

に
実
装
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何

か
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
先
駆
者
の
目
線
か

ら
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

も
う
一
つ
の
身
体
を
手
に
入
れ
る
。

「
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
」
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

講　

師

　

㈱
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リ
ィ
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所　

所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
藤　

オ
リ
ィ　

氏

　
　

　

オ
リ
ィ
研
究
所
（
東
京
都
）
の
吉
藤
所

長
は
子
ど
も
の
頃
に
引
き
こ
も
り
を
経
験

し
た
こ
と
も
あ
り
、「
孤
独
の
解
消
」
を

研
究
テ
ー
マ
に
し
て
き
ま
し
た
。
研
究
の

末
に
開
発
し
た
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｏオ

リ
ｒ
ｉ

Ｈヒ

メ

ｉ
ｍ
ｅ
」は
、寝
た
き
り
の
状
態
で
あ
っ

て
も
指
先
や
目
の
動
き
だ
け
で
操
作
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力

を
持
っ
て
、
心
身
に
深
い
傷
を
負
い
、
働

き
た
く
て
も
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
の

社
会
参
加
・
復
帰
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　

吉
藤
所
長
か
ら
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
に
か
け
る

熱
い
想
い
が
語
ら
れ
ま
す
。
多
様
な
働
き

方
・
生
き
方
を
認
め
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は

何
か
、
研
究
者
で
あ
り
経
営
者
で
も
あ
る

吉
藤
所
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

中
小
企
業
だ
っ
て
脱
炭
素
対
応
、

生
産
性
向
上
を
実
現
で
き
る
！

～
楽
し
く
競
争
力
を
向
上
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
術
～
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旭
鉄
工
㈱　
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自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
旭
鉄
工
（
愛

知
県
）
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
用
い
た
改
善
活
動

に
よ
り
年
４
億
円
の
労
務
費
と
22
％
の
電

力
消
費
量
の
削
減
を
実
現
し
ま
し
た
。
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
と
脱
炭
素
対
応
を
同
時
に
推

進
す
る
と
い
う
成
果
を
上
げ
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
に

加
え
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の

工
夫
や
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
社
内
の
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
だ
と
木
村
社
長
は
考
え

て
い
ま
す
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
旭
鉄
工
が
実
践
し

て
い
る
デ
ー
タ
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
脱
炭

素
対
応
を
含
め
、
中
小
企
業
が
Ｄ
Ｘ
を
成

功
さ
せ
る
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
ま
す
。

北
陸
最
大
級
の
総
合
技
術
展
示
会
「
北
陸

技
術
交
流
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
２
０
２
２
」は
、

10
月
３
日
㈪
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ
展
示
が
ス
タ
ー

ト
し
、
20
日
㈭
・
21
日
㈮
に
は
福
井
県
産

業
会
館
に
て
リ
ア
ル
展
示
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
会
期
中
は
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

独
自
の
経
営
戦
略
や
技
術
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
企
業
経
営
者
や
研
究
者
に
よ
る

講
演
会
・
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
ま
す
。
今
回
は
登
壇
す
る
講
師
や
そ
の

技
術
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

人
間
ロ
ボ
ッ
ト
共
生
社
会
の
未
来
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ボ
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ト
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大
学
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石
黒
教
授
は
、
人
間
に
酷
似
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
）
研
究
の
第
一

人
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
今

の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、ア
バ
タ
ー
（
分
身
）

を
活
用
し
た
働
き
方
も
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
石
黒
教
授
が
目
指
し
て

い
る
の
は
、遠
く
離
れ
た
場
所
に
い
る
人
、

さ
ら
に
は
高
齢
者
や
障
が
い
を
持
っ
た
人

で
も
、
ア
バ
タ
ー
技
術
の
力
で
あ
た
か
も

そ
の
場
に
い
る
よ
う
に
対
話
・
交
流
が
で

き
る
、
人
間
と
ア
バ
タ
ー
が
共
生
す
る
社

会
の
実
現
で
す
。

　

講
演
会
で
は
、
石
黒
教
授
の
研
究
目

的
・
成
果
に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
く
ほ
か
、

２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
に
つ
い

て
、
ア
バ
タ
ー
技
術
の
活
用
と
開
催
意
義

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
立
場
か
ら
お
話
い

た
だ
き
ま
す
。

　

　

ロ
ボ
ッ
ト
・
ア
バ
タ
ー
技
術
を
活
用
す

る
機
運
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
講

演
会
は
将
来
的
に
訪
れ
る
人
間
と
ロ
ボ
ッ

ト
と
の
共
生
社
会
に
対
し
、
地
方
の
中
小

企
業
が
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
べ
き
か
、

考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。

「
ワ
ー
ク
ロ
イ
ド
」の
パ
イ
オ
ニ
ア
が
語
る
、

ロ
ボ
ッ
ト
社
会
の
展
望

講　

師
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テ
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テ
ム
ザ
ッ
ク
（
京
都
府
）
は
人
手
不
足

解
消
や
危
険
な
仕
事
を
担
う
ロ
ボ
ッ
ト

「
ワ
ー
ク
ロ
イ
ド
」
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

髙
本
議
長
は
、
家
業
の
コ
ン
ベ
ヤ
ー
メ
ー

カ
ー
を
継
い
だ
後
、「
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品

を
持
ち
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
技
術
者

の
採
用
を
増
や
し
、
食
品
工
場
な
ど
の
製

造
ラ
イ
ン
設
計
・
運
営
事
業
を
成
功
さ
せ

ま
し
た
。
自
社
で
培
っ
た
技
術
力
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
受
付
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
た
こ

と
が
契
機
と
な
り
、
２
０
０
０
年
に
テ
ム

ザ
ッ
ク
を
起
業
、「
ワ
ー
ク
ロ
イ
ド
」
開

発
の
先
駆
者
と
な
り
ま
し
た
。
災
害
救
助

ロ
ボ
や
医
療
従
事
者
の
臨
床
実
習
シ
ミ
ュ

テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
２
０
２
２

記
念
講
演
会

テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
２
０
２
２

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

石黒教授は、2025 年大阪・関西万
博のテーマ事業プロデューサーも務
めています。

吉藤所長は早稲田大学で分身ロボッ
トの研究開発に励み、2012 年に同
社を設立しました。

同社の改善ノウハウを全国に展開するため、
2016 年に i Smart Technologies ㈱を設立。
IoT 機器「iXacs」はテクノフェア 2022 に
展示されます。

トヨタ自動車で 21 年勤務した後、2016
年に旭鉄工㈱の社長に就任。自ら IoT シ
ステムの開発に乗り出しました。

2021 年には、東京都日本橋に分身ロボットカフェを開店さ
せるなど、「OriHime」をはじめとしたコミュニケーションテ
クノロジーの実用化を進めています。

同社が開発した「RODEM」は、ロボッ
ト、モビリティ ( 乗り物 )、車いす
としての役割を 1 台で果たす次世代
型スマートモビリティ。テクノフェ
ア 2022 の会場でも見学できます。

オープンイノベーション戦略で事業
を発展させ、2020 年に会長職にあ
たる議長に就任されました。

石黒教授（左）が開発した、本人にそっくりのア
ンドロイド「ジェミノイド」。このロボットを自
身の分身として実際に海外へと送り、遠隔操作で
講演を行うことに成功しています。

テクノフェア 2022 記念講演会「人間ロボット共生社会の未来」
　10.20 ㊍ 13:30 ～ 15:00　 講師 / 石黒浩氏　会場 / 福井県生活学習館（オンライン視聴も可）

テクノフェア 2022 オンラインセミナー
　10.3 ㊊ 14:30 ～ 15:30　「ワークロイド」のパイオニアが語る、ロボット社会の展望
　10.7 ㊎ 14:00 ～ 15:00　もう一つの身体を手に入れる。「分身ロボット」テクノロジー
　10.14 ㊎ 13:30 ～ 14:30　中小企業だって脱炭素対応、生産性向上を実現できる！
　　　　　　　　　　　　 ～楽しく競争力を向上する IoT 活用術～

〔お問合せ先　技術交流テクノフェア実行委員会〕
　（福井商工会議所 まちづくり・産業振興課）　TEL：0776-33-8252
　　　　講演会・オンラインセミナーの詳細やお申し込みはコチラ⇒


